
１．駒の並べ方・動かし方 駒の動き①（○が動ける場所）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 金 ○ 銀 ○

○ 玉 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

　 ○

　 ○ ○

歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 ○ ○ 　 歩 ○

角 飛 ○

香 桂 銀 金 玉 金 銀 桂 香 桂 香

  駒の動き②（○が動ける場所） 駒の動き③（○が動ける場所）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 　 ○

○ ○ ○

角 ○ ○ ○ ○ 飛 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ 　 ○ ○

○ ○ ○

①自分の駒があるとその手前までしか動けない

② ただし、桂は自分の駒、敵の駒があっても動ける

銀

○

○ ○ ○

○ 桂 桂 桂

香 　 桂



２．「成る」　駒が敵陣に入ると成ることができる

敵陣

香 歩 　 　 　 ① 相手側の三段目（敵陣）にはいると

　 　 　 桂 成ることができる（成らなくてもいい）

桂 ②　敵陣に入った駒が動くときも成れる

③　一度なると敵陣からでても元の駒には

戻れない

④　最初に成らなかった駒が敵陣にあれば

その後、成ることができる

（左図の駒）

成駒の動き①

歩がなると と金

○ ○ ○ 香がなると 成香

○ と ○ 桂が成ると 成桂

○ 銀が成ると 成銀

動きはすべて金と同じ

玉と金は成れない

（裏に何も書いてない）

成駒の動き②（角がなると馬） 成駒の動き③（飛がなると龍）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 　 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 馬 ○ ○ ○ ○ ○ 龍 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

⑤　動けない駒は成らなければいけない



○ 　 ○ ○

○ ○ ○

3.　駒をとる、駒を打つ

① 自分の駒の進路にある敵の駒は取れる歩 香 桂

　 桂

②

③

（歩、香は一段目、桂は１段目、２段

目には、打てない）右図

歩がぶつかったらまず、取ることを考える

４．将棋のルール（１）（どうなったら勝ちか）

①相手の玉を取ったら勝ち

② 相手の玉を詰ませた場合は勝ち（どんな手を指しても

次の１手で玉を取れる状態）

将棋のルール（２）禁じ手等

　将棋のルール②（禁止事項等）①　自分と相手で交互に１手づつ指す（２度続けて指すと負け）

② 二歩は打てない（同じ筋に自分の歩が２枚あるのはダメ）

③ 打ち歩詰めはダメ

④ 動けなくなるところでは成らないといけない。（歩、香、桂）

⑤　動けない駒は打てない（歩、香、桂）

⑥　動けないマス目に駒を動かす

⑦ 成れないところで成る

⑧ 持ち駒をウラで打つ

⑨ 振り駒で先に指す人を決める（歩を５枚まき歩が多ければ振った人が先に指す）

５.マナー

①きちんとあいさつする始めるとき「よろしく、お願いします。」

②待ったはやめよう

③マス目にきちんと駒を置く（相手にもわかりやすく）

　（自分の持ち駒になる）

取った駒は好きな場所に打つことが

動けない駒は打つことができない

できる（打つときはオモテ）



④取った駒はきちんと相手にわかるように置く

⑤投了（負けること）したら、「負けました」という

⑥見ている人は口出ししない

６.戦い方

①　王手（次に王を取れる状態）をされたら受ける。

・逃げる

・王手をされた駒を取る

・あい駒をする。（間に駒を打つ）

②　自分の駒の点数がが高くなるように交換すとよい

飛 角 金 銀 桂 香 歩

点数 15 13 9 8 4 3 1

龍 馬 　 成 成 成 と

銀 桂 香 　

点数 17 15 9 10 10 12

③ 数を集めて攻撃する。

ねらいをつけた地点に利いている駒の数を増やす。

（相手の数より多くする）

④ 玉をかためてから戦う

・得意な守り方（囲い方）をつくる

・金銀３枚で囲うとよい

歩 歩 歩

歩 歩 銀 金 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 　 歩

玉 金 金 銀 玉 香 銀 金

香 桂 金 桂 香 玉 桂 金

矢倉囲い 美濃囲い 穴熊囲い

⑤ 相手の玉をつかまえに行くときは、王手をかけるのではなく



・上からおさえこめ

・上下からはさみうち

・左右からはさみうち

・逃げ道をふさぐ

７．①棋譜の読み方

筋 棋譜は３つの組み合わせ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

　 　 　 　 一 ①  （せんて） （ごて）かを

　 二 表す

三 ② １二、３四のように盤の上の

四 段 位置を表す。（筋を先にいう）

　 五 ③ 動いた駒の名称

　 　 　 　 六

歩 　 七 （例）せんて ７六歩

八 前の手と同じ場合　盤上の位置

九 ではなく「同」と書く

②特別なよび方　引、上、左、右

5 4 3 2 1 ・ 金が４つあって、３三に動く

　 　 一 場合どれが動いたわからない

　 金 二

金 金 三 引（ひく） ３二の金が動く

金 四 上（あがる） ３四の金が動く

五 左（ひだり） ４三の金が動く

右（みぎ） ２三の金が動く

３三金引のようにあとにつける

　　成、不成

5 4 3 2 1

　 　 一 桂が３三に動く場合



　 　 二

　 　 三 成と不成の区別をつける

　 　 　 　 四

桂 五 ３三桂成とか３三桂不成と表す

打、動いたのか、打ったのか

5 4 3 2 1

　 　 一 ２二金

　 　 二 持 打ったのか、動いたのか

　 金 　 三 駒 区別する

　 　 　 　 四

　 五 金 ２二金打のように打ったら

区別する

大駒（飛、角）の場合　引成と行成で区別

9 8 7 6 5 4 3 2 1

角 　 　 　 　 一 ９一の角が成る場合

　 二 ７三角引成（ひくなり）

三

四 ５五の角が成る場合

　 角 五 ７三角行成（ゆくなり）

　 　 　 　 六

　 　 七

八

九

寄（よる） 直（すぐ）

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

　 　 一 　 　 一



金 　 二 　 　 　 二

　 金 　 三 　 　 　 　 三

　 　 　 　 四 銀 銀 銀 　 四

　 五 　 　 五

４二金が３二へ動く場合 3四銀が３三に動く場合

４二金寄 ３三銀直





相手側の三段目（敵陣）にはいると

成ることができる（成らなくてもいい）

②　敵陣に入った駒が動くときも成れる

③　一度なると敵陣からでても元の駒には

④　最初に成らなかった駒が敵陣にあれば



動けなくなるところでは成らないといけない。（歩、香、桂）

（歩を５枚まき歩が多ければ振った人が先に指す）

始めるとき「よろしく、お願いします。」





（ごて）かを

１二、３四のように盤の上の

位置を表す。（筋を先にいう）

前の手と同じ場合　盤上の位置


